


Google formによるアンケート文





Clay Science誌についてアンケートまとめ

対象:日本粘土学会個人会員
期間:2020年2月27日～5月21日
方法:Google formによるアンケート実施
回答数: 64件(アンケート依頼メール291件発出)



1. 日本粘土学会の事業として
の英文誌の発行について

6.3%



英文誌の発行は学術団体としての重要な
事業の一つであるため。
日本粘土学会会員の研究を世界にアピー
ルできるため。
会員に英文論文の発表の場を提供できる
ため。
学会の長期的発展のために必須
論文誌といえば英文誌の時代。日本の学
術レベルの高さを示すためにも重要。
英文誌の発行が、学生の粘土学会入会の
一つの動機づけになっている。



英文誌の発行は学術団体の事業として
の優先度が低いため。

Clay Science誌を維持するための労力的
負担が見合わない。

できるならば*

著者の投稿ニーズ・読者のニーズが乏
しいのであれば、無理して発刊を継続
する必要は無いのではないでしょうか。

会員の皆さんが投稿しない論文誌は不
要ではないか。

*できるならば発行した方がよいとは思う。しかし、現在に至る投稿状況は、学会員がClay Science誌を必要としていない
か、もしくは仮に必要としていていも学会として維持する実力がないことを示している。また、この状況の早急な改善を
望めない。Clay Scienceを取り巻く状況を冷静に見たとき、学会のリソースを沈みゆく船に注ぎ込むことは合理的ではない。



2.学術雑誌を利用する立場から
の英文誌の発行について

4.7%



論文を基にした発表/議論の場として有益。

組織・個人・プロジェクトの研究成果を生
むために有益。

日本初の英文雑誌として学生にチャレンジ
させやすいため。
学会の学術性を保つためには必要と考える。

論文が世界の研究者の目に触れることで、
幅広い批評に触れることができ、また当学
会の存在が知らしめられる。
（１）と同じですが、より具体的には他誌
での論文発表の文献として引用できる価値
がでてきます。



関連論文誌はClay Science誌以外にもある。

Clay Science誌に掲載されてもあまり評価されない。

ページチャージが必要であるため。

発行されている方がよいとは思うが、*
粘土科学誌を和文または英文のいずれでも投稿可
にできないか？
英語が苦手なので

電子版のみを発行してもよい

「学術誌を利用する」という観点**

*発行されている方がよいとは思うが、インデックスに収載されていない現状では、所属機関の研究業績にもカウントされない
ため、博士課程学生が論文を出せないときの救済、成果報告等におけるエビデンスなど、限定的な目的での投稿に限られており、
発行されなくなっても代替手段は確保可能である。

**「学術誌を利用する」という観点からのみ見ると他にも発表の場はあるので不要と考えることもできる．しかしそれを言うな
ら，大部分の学会員にとっては年度学会がメインの学会ではないと思われるので，粘土学会そのものがあってもなくてもいいと
いうことになるかもしれない．



3.Clay Science誌の利用について









4.Clay Science誌のインデックス
登録について



5.Clay Science誌の将来について
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